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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第65期

第１四半期連結
累計期間

第66期
第１四半期連結
累計期間

第65期

会計期間
自平成28年４月１日
至平成28年６月30日

自平成29年４月１日
至平成29年６月30日

自平成28年４月１日
至平成29年３月31日

売上高 （千円） 6,724,367 7,919,788 32,536,189

経常利益 （千円） 382,938 547,877 3,898,438

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 186,486 553,003 2,572,498

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 151,645 553,768 2,584,957

純資産額 （千円） 10,300,949 12,509,951 12,734,211

総資産額 （千円） 16,914,954 18,530,116 19,500,141

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 5.99 17.77 82.66

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 60.9 67.5 65.3

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、当第１四半期連結会計期間において、連結子会社であった株式会社フランセは、連

結子会社である株式会社シュクレイを存続会社とする吸収合併により消滅したため、連結の範囲から除外しており

ます。これに伴い、報告セグメントの区分を変更しております。報告セグメントの詳細は、「第４　経理の状況　

１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く事業環境は、緩やかな景気回復の動きが見られた一

方で、個人消費は依然として節約志向が根強く、消費者の選別の目は、一層厳しさが増す状況で推移いたしまし

た。

　このような状況の中、当社グループは「ダブルエスアール（ＷＳＲ）※」の経営スローガンのもと、『超現場主

義』を実践テーマに加え、プロフィット部門であります製造ライン、店舗、営業部門における現場中心の経営スタ

イルに一層磨きをかけ、商品力、販売力・営業力、売場力の更なる向上に努めてまいりました。また、「インバウ

ンド対策の強化」、「海外展開」、「首都圏でのＷＳＲ化展開の推進」、「プレミアム・ギフトスイーツの創造と

育成」の４つの重点施策に引き続き注力してまいりました。更に、首都圏での経営基盤をより一層強固なもとすべ

く、平成29年４月１日付で株式会社シュクレイを存続会社とし、株式会社フランセを消滅会社とする吸収合併によ

るグループ再編を実施いたしました。

　これらの取り組みの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は7,919百万円（前年同期比17.8％増）、営業利

益は535百万円（前年同期比43.6％増）、経常利益は547百万円（前年同期比43.1％増）となりました。また、固定

資産売却益の特別利益計上及び税務上の繰越欠損金にかかる繰延税金資産の追加計上により税金費用が減少したこ

となどにより親会社株主に帰属する四半期純利益は553百万円（前年同期比196.5％増）となりました。

 

※　ＷＳＲ（ダブルエスアール）とは、グループ経営基本方針として平成27年に掲げた経営スローガン『ワール

ド　サプライジング　リゾート（World Surprising Resort）宣言』の略称であり、商品・店舗・接客・営業活動

など、あらゆるビジネスのシーンで「世界へ、ありえないほどの驚きの、非日常（超感動）を提供する」という意

味が込められています。

 

　セグメント別の業績は次のとおりであります。

　なお、平成29年４月１日付で実施した連結子会社間の吸収合併に伴い、従来、報告セグメントとしておりました

「フランセ」を当第１四半期連結会計期間より「シュクレイ」に統合いたしており、以下の記載における前第１四

半期連結累計期間との比較は、変更後の区分方法により作成した数値を使用しております。

 

①　ケイシイシイ

　「ルタオ」ブランドを擁するケイシイシイは、売上面では、国際線ターミナルにおいて専用什器展開を推進した

ほか、母の日及び周年祭など季節イベントでの販促強化などに努めた結果、売上高は2,430百万円（前年同期比

21.3％増）となり前年同期を上回りました。利益面では、売上構成の変化などにより売上総利益率が前年同期に対

し1.9ポイント減少したことに加え、人件費及び物流費が増加した結果、営業利益は140百万円（前年同期比9.8％

減）となり前年同期を下回りました。

②　寿製菓・但馬寿

　寿製菓・但馬寿は、グループ会社及び代理店向けの製品供給の拡大に向け、「サンドクッキー」ラインの新設な

ど製造ラインの拡充を図りました。また、山陰地区では発売50周年を迎えた名菓「因幡の白うさぎ」の販売強化に

注力しました。その結果、売上高は2,456百万円（前年同期比13.1％増）となり前年同期を上回りました。利益面

では、販売管理費の増加を増収効果で吸収できた結果、営業利益は182百万円（前年同期比4.3％増）となり前年同

期を上回りました。

③　シュクレイ

　シュクレイは、統合メリットを最大限発揮させるべく組織体制の見直しを行い、営業面では新体制による直営店

の人員の再配置及びサポート体制の充実を図りました。生産面では、自社ブランド商品の一部を寿製菓及びケイシ

イシイから自社工場での生産に切り替えを行うなど増産体制の確立などに努めました。その結果、売上高は2,238

百万円（前年同期比28.0％増）となり前年同期を上回りました。利益面においても増収効果に加え、売上総利益率

が前年同期に対し2.6ポイント増加し、更に売上高に対する販売管理費比率が3.6ポイント減少した結果、営業利益

は103百万円（前年同期は営業損失28百万円）となり前年同期を上回りました。

④　販売子会社

　販売子会社は、駅、空港、ＳＡ・ＰＡなど交通拠点チャネルを中心に、専用什器によるコーナー化展開を推進

し、主力商品及び新商品の拡販などに注力いたしました。その結果、売上高は1,283百万円（前年同期比11.6％

増）、営業利益は85百万円（前年同期比58.7％増）となり、ともに前年同期を上回りました。
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⑤　九十九島グループ

　九十九島グループは、熊本地震の影響から低迷しておりました長崎・佐世保地区は、主力商品「九十九島せんぺ

い」の販売強化などにより回復基調にあるものの、福岡地区では、福岡空港改装に伴う売場縮小などにより低迷し

ました。フレンチトースト専門店「Ivorish（アイボリッシュ）」は、認知度向上を図るため首都圏を中心に期間

限定店舗展開を推進しました。その結果、売上高は766百万円（前年同期比2.6％増）、営業損失は77百万円（前年

同期は営業損失41百万円）となりました。

⑥　その他

　その他は、損害保険代理業、健康食品事業、海外（台湾）における菓子事業が含まれており、売上高は93百万円

（前年同期比52.4％増）となり、営業損失は11百万円（前年同期は営業損失12百万円）となりました。

 

(2）財政状態の状況

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は、18,530百万円となり、前連結会計年度末に比べ970百万円減少

いたしました。主な要因は、現金及び預金の減少（883百万円）、受取手形及び売掛金の減少（687百万円）、土地

の減少（227百万円）、流動資産におけるその他の増加（382百万円）、商品及び製品の増加（178百万円）、機械

装置及び運搬具（純額）の増加（146百万円）、建物及び構築物（純額）の増加（106百万円）などの要因によるも

のです。

　負債は6,020百万円となり、前連結会計年度末に比べ745百万円減少いたしました。主な要因は、未払法人税等の

減少（569百万円）、賞与引当金の減少（247百万円）、支払手形及び買掛金の減少（180百万円）、流動負債にお

けるその他の増加（296百万円）、などの要因によるものです。

　純資産は12,509百万円となり、前連結会計年度末に比べ224百万円減少いたしました。主な要因は、親会社株主

に帰属する四半期純利益の計上による増加（553百万円）、配当金の支払いによる減少（777百万円）などの要因に

よるものです。

　この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ2.2ポイント増加の67.5％となり、１株当たり純資産は401

円99銭となりました。

 

(3）事業上及び財政上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間における研究開発費の総額は、11,820千円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5）従業員数

　前連結会計年度末に比べ従業員数が131名増加しております。このうち、従業員数に著しい増加があったセグメ

ントは、ケイシイシイ48名、シュクレイ44名で、主に業容の拡大に伴うものであります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 91,200,000

計 91,200,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 31,121,520 31,121,520
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数100株

計 31,121,520 31,121,520 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年４月１日～

平成29年６月30日
－ 31,121,520 － 1,217,800 － 550,269

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成29年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成29年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　1,600 － －

完全議決権株式（その他）（注） 普通株式 　31,116,200 311,162 －

単元未満株式 普通株式　　　　3,720 － －

発行済株式総数 31,121,520 － －

総株主の議決権 － 311,162 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が18,000株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数180個が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成29年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

寿スピリッツ株式会社
鳥取県米子市旗ヶ崎

２０２８番地
1,600 － 1,600 0.00

計 － 1,600 － 1,600 0.00

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成29年４月１日から平

成29年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,551,463 2,668,271

受取手形及び売掛金 3,592,493 2,904,710

商品及び製品 1,003,805 1,182,219

仕掛品 74,161 82,406

原材料及び貯蔵品 453,360 449,901

その他 784,244 1,166,643

貸倒引当金 △4,276 △7,022

流動資産合計 9,455,250 8,447,128

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,333,555 3,439,964

機械装置及び運搬具（純額） 1,748,667 1,895,542

工具、器具及び備品（純額） 374,008 369,939

土地 3,084,438 2,857,139

リース資産（純額） 8,380 7,605

建設仮勘定 52,453 52,983

有形固定資産合計 8,601,501 8,623,172

無形固定資産 103,149 104,544

投資その他の資産   

その他 1,365,774 1,380,263

貸倒引当金 △25,533 △24,991

投資その他の資産合計 1,340,241 1,355,272

固定資産合計 10,044,891 10,082,988

資産合計 19,500,141 18,530,116

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,246,124 1,065,279

1年内返済予定の長期借入金 318,063 315,563

未払法人税等 819,118 249,781

賞与引当金 590,083 342,482

ポイント引当金 18,414 21,025

その他 1,735,254 2,031,297

流動負債合計 4,727,056 4,025,427

固定負債   

長期借入金 693,142 613,043

退職給付に係る負債 1,156,787 1,193,835

その他 188,945 187,860

固定負債合計 2,038,874 1,994,738

負債合計 6,765,930 6,020,165
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,217,800 1,217,800

資本剰余金 1,323,161 1,323,161

利益剰余金 10,161,317 9,936,323

自己株式 △835 △866

株主資本合計 12,701,443 12,476,418

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 33,457 37,197

為替換算調整勘定 △4,334 △7,127

退職給付に係る調整累計額 3,645 3,463

その他の包括利益累計額合計 32,768 33,533

純資産合計 12,734,211 12,509,951

負債純資産合計 19,500,141 18,530,116
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

売上高 6,724,367 7,919,788

売上原価 3,074,675 3,603,984

売上総利益 3,649,692 4,315,804

販売費及び一般管理費 3,277,051 3,780,783

営業利益 372,641 535,021

営業外収益   

受取利息 50 198

受取配当金 2,497 2,524

受取地代家賃 5,035 4,703

持分法による投資利益 4,102 －

その他 5,471 10,090

営業外収益合計 17,155 17,515

営業外費用   

支払利息 3,495 1,303

持分法による投資損失 － 635

その他 3,363 2,721

営業外費用合計 6,858 4,659

経常利益 382,938 547,877

特別利益   

固定資産売却益 41 75,191

特別利益合計 41 75,191

特別損失   

固定資産除却損 5,271 3,787

特別損失合計 5,271 3,787

税金等調整前四半期純利益 377,708 619,281

法人税等 191,222 66,278

四半期純利益 186,486 553,003

親会社株主に帰属する四半期純利益 186,486 553,003
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

四半期純利益 186,486 553,003

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △23,734 3,740

為替換算調整勘定 △11,107 △3,716

退職給付に係る調整額 － △182

持分法適用会社に対する持分相当額 － 923

その他の包括利益合計 △34,841 765

四半期包括利益 151,645 553,768

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 151,645 553,768
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の変更）

　当第１四半期連結会計期間において、当社の連結子会社であった株式会社フランセは、当社の連結子会社で

ある株式会社シュクレイを存続会社とする吸収合併により消滅したため、連結の範囲から除外しております。

 

（会計方針の変更等）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

 

前第１四半期連結累計期間

（自　平成28年４月１日

至　平成28年６月30日）

当第１四半期連結累計期間

（自　平成29年４月１日

至　平成29年６月30日）

　減価償却費 195,540千円 227,288千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日

定時株主総会
普通株式 622,398 60.00 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月27日

定時株主総会
普通株式 777,997 25.00 平成29年３月31日 平成29年６月28日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日 至　平成28年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       

 報告セグメント

 ケイシイシイ 寿製菓・但馬寿 シュクレイ 販売子会社
九十九島

グループ
計

売上高       

外部顧客への売上高 1,790,661 1,319,405 1,749,040 1,146,506 657,777 6,663,389

セグメント間の内部

売上高又は振替高
213,619 852,748 － 3,748 88,952 1,159,067

計 2,004,280 2,172,153 1,749,040 1,150,254 746,729 7,822,456

セグメント利益

（△は損失）
155,796 175,409 △28,652 53,946 △41,329 315,170

 

    

 
その他

(注)1
合計

調整額

(注)2

四半期連結損益

計算書計上額(注)3

売上高     

外部顧客への売上高 60,978 6,724,367 － 6,724,367

セグメント間の内部

売上高又は振替高
163 1,159,230 △1,159,230 －

計 61,141 7,883,597 △1,159,230 6,724,367

セグメント利益

（△は損失）
△12,941 302,229 70,412 372,641

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理業及び健康食品

事業並びに海外（台湾）における菓子事業が含まれております。

　　　２．セグメント利益（△は損失）の調整額70,412千円は、当社とセグメントとの内部取引消去額231,788千円、

セグメント間取引消去額12,024千円、たな卸資産の調整額△7,267千円、各報告セグメントに配分していない

全社費用△166,133千円であります。全社費用は、主に提出会社におけるグループ管理に係る費用でありま

す。

　　　３．セグメント利益（△は損失）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

   該当事項はありません。

EDINET提出書類

寿スピリッツ株式会社(E00387)

四半期報告書

15/19



Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日 至　平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       

 報告セグメント

 ケイシイシイ 寿製菓・但馬寿 シュクレイ 販売子会社
九十九島

グループ
計

売上高       

外部顧客への売上高 2,187,410 1,473,165 2,213,981 1,274,858 677,188 7,826,602

セグメント間の内部

売上高又は振替高
243,306 982,891 24,583 8,274 88,881 1,347,935

計 2,430,716 2,456,056 2,238,564 1,283,132 766,069 9,174,537

セグメント利益

（△は損失）
140,572 182,969 103,770 85,594 △77,976 434,929

 

    

 
その他

(注)1
合計

調整額

(注)2

四半期連結損益

計算書計上額(注)3

売上高     

外部顧客への売上高 93,186 7,919,788 － 7,919,788

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 1,347,935 △1,347,935 －

計 93,186 9,267,723 △1,347,935 7,919,788

セグメント利益

（△は損失）
△11,042 423,887 111,134 535,021

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理業及び健康食品

事業並びに海外（台湾）における菓子事業が含まれております。

　　　２．セグメント利益（△は損失）の調整額111,134千円は、当社とセグメントとの内部取引消去額286,487千

円、セグメント間取引消去額4,631千円、たな卸資産の調整額△2,176千円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△177,808千円であります。全社費用は、主に提出会社におけるグループ管理に係る費用であり

ます。

　　　３．セグメント利益（△は損失）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更に関する事項

　平成29年４月１日付で連結子会社であります株式会社シュクレイは、連結子会社であります株式会社フ

ランセを吸収合併いたしました。これに伴い、従来、報告セグメントとしておりました「フランセ」を当

第１四半期連結会計期間より「シュクレイ」に統合いたしており、前第１四半期連結累計期間との比較

は、変更後の区分方法により作成した数値を使用しております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

   該当事項はありません。
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（金融商品関係）

       著しい変動がないため、記載しておりません。

 

（有価証券関係）

著しい変動がないため、記載しておりません。

（企業結合等関係）

重要な企業結合等はありません。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 5円99銭 17円77銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
186,486 553,003

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額（千円）
186,486 553,003

普通株式の期中平均株式数（株） 31,119,915 31,119,887

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年８月９日

寿スピリッツ株式会社

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 坂東　正裕　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 後藤　英俊　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている寿スピリッツ株

式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成29年４月１日か

ら　平成29年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、寿スピリッツ株式会社及び連結子会社の平成29年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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